
JCRN  (研究ネットワーク連合委員会)

JCRN とは、25の学|嶌会と、13の个川|行 墻：ネットワークと、　3.  JCRN の活動（第２期）

12の地域ネットワークの辿介組織であり、コンピュータ・コミ

ニュケーションを学術研究の発展に有効利川するために、関連

した､ぶネットワーク相りﾐの連携を図り、かつ、国内における娟:

究ネットワーク(ﾉ)今餃のあるべき姿を学術卜川佃ｂy 場から提､』･

することを||的として糾織された連絡・I凋整機関である

１。準備時代

帖報処川学 会はず成2 年 に涓ヽy3()j,Iがlj･を 迎えたが、記念I]f袁の

|つ としてよ|` Ilj仭処 理学 会を中心に研究 ネットワークの相 仔.接続

を整備しようとい う俳想があっ た　 前年から、当時 の野口llﾓ　ｰ

副 会長を中心に、 か叉からの|嶌.力 を得て バッ クボーンの ネット

ワークを構築し、相りでの､凋幣を行う 計画を進めた　 種々検討の

結 淤、独自の ネットワークを物理的 に構築するので はなく、flJ17

究 ネ 　ットワーク推進のための連絡・､凋幣 機関の設iil,ll:へ と 方向転

換し、 抖ネ･ソトワー ク組織、 各社の研究 部門、および多数の学

公に呼びかけて辿介体を組織することとした

多くの学 会からの川答を得て、 ず成2 年 目990 卜IJ｣20 凵に 、

叺京人学人叩計算機センターで 、準備 会が開かれ、約30 名 叫7

学 会、 ネットワー ク、その他) が 出席した　 引続 き６川日| に 第2

1日|準 備会が開かれ、jJI:究 ネットワーク辿 合委Ｈ 会( 仮 称匸 の

構想にっ いて 議論を進めた　7JII 削| の 第3 川 準備 会では各学 会

に送る趣愚､|;:について議論した

2. JCRN の活動（第1 期）

研究ネットワーク連介委Ｈ会の発会式とも、０ べき第】|日|総会

は、平成2年 冂990囗O 月16 囗に機会振興会舘で開かれ、||的、

性格、力|IIⅢ組織、役比 幹IJi会、技術会などについて決定した

委日長には野川Iトレ 、I剛委Ｈ長には石川|III｣次 ぐ｣略副 長兼朏

と池ll晩 人を指名した　第21111総会は、12月21囗に開催され、規

平成5 年HJ 」30囗の総 公で 役Ｈが改選された　 これ以 降を第2川

と呼ぶことにする　 折から、政府が ネットワークの 収変性を認､=濱

しはじめ、政府系の娟l究機関を結介するＩＭｎｅｌが動きはしめた　 ま

た、多数の地域研究 ネットワークが組織され活動している　 同時

に、1,000を越 える民間ネッ1ヽワークプロバイダーが営 衷を問始し、

消|:究
‥
ネ  ットリークをこれらからμ:別 する意味 も薄れてし ま９ た

ず成7 年5月23 囗には、’インターネットの現状 と利川法j というセ

ミナーを川本教育会舘･ ツ僑ホールで開催した

4. JCRN の発展的解消

.ICRX は セ ミナー後人きな活動を行ってこなか９ たが、JPNIC

の 法 人化に伴い、 初期の|| 的 を達成したと判断し、’ﾄ 成゙10 年:川

をも-J て 解 故することとした　ＪＣＲＮがｆ定していたもう1 つ の

･F 妛な 機能は、術成メンバーであ る学 会の帖 悵化の 支援である

特に、学術誌の電j ’-出 版の動 きが急 辿に起こ-J て いるが、多く

の学 公では対応にy,濾 している

平成8年から、TISN お よびJΛIN の 関 係 矜が中心となり、日本

学術振興会の･舮’;爿窃力研究委日 会の1 つ として Ｊインター ネット

技術研究委tにＥ（ＩＴＲＣ、委日長:II 隋（ 秀廴人阪人学教授）が発

足した　 この研究 委口会は、分野間・層冫 川・|||:代 間の密な交

流を促進するこ とにより、 イン ターネットに関する技 術研究 及

びその応川に携わる11JM広いK･鈿爿IJll究 矜・技術 酋に交流 の場を提

供し、 ネットワー ク技 術のヽyち 迦れを　･掃 することを日的 とし

ている　 学会分hlj1Ⅲ化 については引続 きITRC の 部 会として研究

を進めていこう と考えている

ﾚ1 柳ヽ義 廴・叭京人学理学部帖 眼科学科　 扣|二究ネ･ソトワーク辿 介

委Ｕ 会委口長）

約を決定した　平成3年.IJ｣5凵の第3川総公において、技術部会　　図1

で、ド メイン割り当て、アドレＶ,i訓尸liて、国際接続の万針、

国内相りﾐ接続のyJ'針、卜|内ネットワーク情報の蓄積とサービス

などについて倹討するという万針がｒ承され、技術部会は村J"

純iﾐ胥のもと8川右まで精力的に議論を進めた

このような作裳を経て、ネ･ソトリークインフすメーションセン

ターをJCRN のド部機関として設置する脩想が進められた　J CRN

は、1991年12川こ、幹ネットワーク団休の|嶌力のもとに、JNIC を

発足させた　従来、jｕllcl-ａｄｍｉｎが行-Jていたドメイン名の割り当

てを引き継ぎ、翌年6月からは、IPアドレスの割り｀liてと竹川をネ

ットワークアドレス､劃整委Ｈ会から引き継いだ　その餃、.IXICを

JCRN から猖いy性をもった機関として運併するﾉ祁I｣に議論が進み、

JPNlC 冂1本ネットワークインフォメーションセンター】は、ヤ

成5年川911 に独･リ|[織として発足し、昨年法人化にいた､Jだ

2０5

JCRN の ホ ー ム ペ ー ジ

htlp:/yｗｗｗ.sapmed. ａｃ･jp/satui/anatl/tatsumi/jcrn.html
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